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要旨 

 

本研究は、中国と日本（以下、中日とする）の中学校英語教科書が扱っている過去分詞

形に関する指導法の分析と考察である。 
この研究テーマを設定した理由は以下の 3 つである。まず、なぜ中学校を研究対象とす

るかであるが、中国と日本において、中学校は本格的に外国語（英語）の文法を導入する

段階である。この時期の文法の指導法は、生徒の今後の英語に対する学習効果に直接影響

し、生徒の英語に対する姿勢を決定づけるので、非常に大事である。 
次に、過去分詞形は中日の中学校の生徒にとって学習の難点となっている。例えば、有

馬(1973)は「過去分詞形は中学の各学年にまたがって、しかも他の文法事項とからんで、

その形態だけではなく、用法まで、かなり複雑な文法事項となっている」と述べている。

また、湯(2005)も「多くの中国の生徒は過去分詞形の概念はよくわかるが、実際の使用に

おいてはよく間違える」と過去分詞形の学習と教育における難しさを指摘している。その

他にも、小西(1971)と李(2006)などが過去分詞はかなり複雑な文法事項であることを述べ

ている。 
最後に、なぜ教科書に注目するかであるが、教科書は学校教育の中で，教育課程の構成

に応じて組織配列された教科の主たる教材として位置づけられ，児童・生徒が学習を進め

る上で重要な役割を果たしているからである。 
本論文は、中日両国の中学校の英語教科書に取り上げられている過去分詞形の種類や導

入の時期・導入の順序・そして指導法を分析・考察し、中日の教科書の改善のために若干

の提案を行うことを目的とする。 
上記の目的を達成するための研究方法として以下の 2 つを行う。 
1) 日本の 2004 年版の Columbus21、New Crown、 New Horizon、One World、 

Sunshine、Total English と中国の 2005 年版の English、Go For It を分析して、過去分

詞形に関する事項を比較分析する。 
2) 中国と日本の中学校の英語教師 11 名ずつを対象として、中日の中学校英語教科書の

過去分詞形の指導法に関してアンケートを行う。 
論文全体の構成は、序論・本論・結論からなり、本論は 3 章立てである。序論では、本

研究のテーマ設定の理由、目的と研究方法に言及する。本論の第 1 章では両国の教科書の

中で扱っている過去分詞形の種類に関して、あるいは導入されている過去分詞形の働きを

概観し、それらの導入の時期を調査する。第 2 章では、両国の教科書の中の過去分詞形に

関する事項の導入の順序を比較分析し、そのような導入順序をとる原因を探る。第 3 章で

は、教科書の中の過去分詞形の取り上げ方と各課の中の本文と練習問題の配列を調査する

ことを通じて、過去分詞形を具体的にどのように説明しているかを分析し、それぞれの特

徴を見つける。結論では、中日両国の中学校の英語教師たちに行ったアンケート調査を基

として、両国の中学校英語教科書の改善のための提案をし、本研究のまとめ、本研究の応

用性と今後の課題に関して述べる。 
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